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受ける(例えば,文献 〔1〕参照 上 特に,InSbの圧力-温度相図は,精力的に研究され,
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dP BdJ2 ( 10)
(8ト (10)式で･体積依存性は,(1ト (3)式での各項により,直接の結晶の体積 B,逆格子ベクト
ルG及び電子密度 nの三つを通じて考慮される [19]｡
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